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も
ｰ

フ

みよ
う

学校はもうすぐ､､夏期休暇にはい

ります。夏休みにはいったら．…・・

と、ご家庭では、いろいろたのし

いう。ランをお立てになっているこ

とでしょうが、その前に、お子さ

んたちが学校から持って帰るお知

らせなどをよくごらんになって、

それに合わせてプランを立てても

遅くはありません。

これから長いお休み､にはいる前

に、お母さんは、お子さんが病気

にならないよう健康に気をつけて

規則正しい毎日を過ごすように気

を配るとともに、お子さんにも約

束させましょう。

夏休みをたのしく過ごすために

は、まず、からだを丈夫にするこ

とです。それが学校に夏休みのあ

る一番たいせつな理由であり目的

でもあるのです。

それに、水難事故や交通事故に

はあわないようくれく･れも注意し

ましょう。
緑と太陽のシーズンです。 自然と親しもう －滝神社境内で写す－
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（2）市 報 た か は ぎ(フ月号）

表
現
し
た
名
言
で
す
が

的
に
公
共
性
と
個
人
の

題
と
な
る
と
、
な
か
な

よ
う
に
ゆ
か
な
い
の
が

「
万
人
は
一
人
の
た
め
に
、

一
人
は
万
人
の
た
め
に
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
社
会
と

個
人
の
関
係
の
あ
る
べ
き
姿
を

表
現
し
た
名
言
で
す
が
、
具
体

的
に
公
共
性
と
個
人
の
利
害
問

題
と
な
る
と
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
ゆ
か
な
い
の
が
実
情
で

手
，
。

市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
幸

寵

1

’ 三

二

雷
＝ みんなそろって参加しよう

嬉
駝
露
凝
議
、
鰯
羅
封
酔
霊
§
蕊
蕊
蕊

卜
『
・
託

、
”
》
》
”
ア
折
↓
高
萩
駅
↓
銀
座
通
り
南
な
た
で
も
乗
車
で
き
ま
す
か

獄
雷
一
《
藷
溺
騨
駄
鯉
幟
弛
謹
葱
謙
：
鮭
睡
誉
、

盛
獣
一
…
菫
”
。
野
戦
藻
溌
壊
頚
難
綱
鰯
］

》
↓
横
山
歯
翻
別
左
折
↓
市
役
前
↓
市
役
所
（
正
午
）
第
一
部
Ⅱ
高
萩
ま
つ
．
り
を
中
花
貫
渓
谷
小
滝
沢
駐
車
場
発

◇
花
火
大
会
（
松
久
保
工
業
団
音
頭
踊
り
第
二
部
Ⅱ
花
貫
ダ
ム
と
花
貫
作
品
は
７
月
釦
日
ま
で
に
市

地
内
）
市
役
所
（
午
前
、
時
）
溪
谷
（
７
月
虹
日
ｌ
訓
日
）
役
所
市
民
相
談
室
、
市
商
工
会

午
後
８
時
打
上
げ
開
始
。
同
高
萩
駅
西
口
（
同
皿
時
）
※
７
月
翠
日
に
は
花
貫
ダ
ム
行
市
内
カ
メ
ラ
店
へ
ど
う
ぞ
。

皇､景 .■ 苧一 頚
》
《

一
勇
挙
一
》
日

認
斗
墾忠７ 口

一
》
》
乏

奄
月

盛
》
》
》

恕
’

醜
業
叱
地
率
花
火
大
会

各
地
区
の
山
車
七
台
参
加

咄
第
三
回
高
萩
ま
つ
り
は
、
七
月
二
十
一
、
二
十
二
日
の
両
日
州

岫
高
萩
市
、
市
商
工
会
、
市
観
光
協
会
の
主
催
で
盛
大
に
開
催
さ
小

川
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
来
年
に
ひ
か
え
た
茨
城
国
体
の
宣
伝
と
、
州

Ｊ
松
久
保
工
業
団
地
、
花
貫
ダ
ム
の
完
成
を
記
念
し
、
市
民
総
参
州

刑
加
で
、
花
火
大
会
や
各
地
区
の
山
車
、
各
事
業
所
の
祝
賀
・
ハ
レ
刎

仙
Ｉ
ド
な
ど
が
に
ぎ
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

八
二
十
一
日
ｖ
９
時
訓
分
終
了

◇
小
中
学
生
鼓
笛
隊
の
行
進
八
二
十
二
日
ｖ

め
に
は
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境

を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
新
し
い
道
路
や
河
川
の
改
修

な
ど
も
必
要
で
す
し
、
学
校
、

病
院
、
公
園
な
ど
の
施
設
も
今

よ
り
も
つ
と
必
要
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
市
民
全
体
の
し
あ

わ
せ
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
し

て
も
必
要
な
こ
れ
ら
の
計
画
か

好
ハ
ー
火
通
覧
、

’

’
’

い
ざ
実
施
す
る
段
階
に
な
る
と

用
地
取
得
の
た
め
難
航
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
個
人
の
貴

重
な
資
産
で
あ
る
土
地
が
、
公

共
の
た
め
と
い
う
目
的
だ
け
で

犠
牲
を
し
い
ら
れ
る
こ
と
は
け

っ
し
て
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
定
の
人
に
不
利
益
か

及
ば
ぬ
配
慮
は
当
然
さ
れ
る
べ

き
で
、
万
人
の
た
め
一
人
の
し

あ
わ
せ
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で

す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
一
人
の

都
合
で
万
人
の
た
め
に
必
要
な

事
業
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

も
た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
す

や
は
り
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と

は
、
計
画
を
た
て
る
と
き
に
貴

重
な
土
地
を
使
用
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
、
将
来
を
展
望
し
ま

た
市
民
全
体
の
し
あ
わ
せ
に
結

び
つ
く
し
っ
か
り
し
た
内
容
に

す
る
と
と
も
に
、
土
地
提
供
者

の
一
方
的
な
犠
牲
に
な
ら
ぬ
よ

う
配
慮
し
誠
意
を
も
っ
て
話
し

合
う
こ
と
、
ま
た
市
民
の
皆
さ

ま
に
も
自
分
だ
け
の
生
活
の
追

求
だ
け
で
は
、
け
っ
し
て
住
み

よ
い
社
会
は
生
ま
れ
な
い
こ
と

を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
公
共
施
設
は
ふ
や
す
べ

き
だ
、
し
か
し
自
分
の
土
地
に

か
か
る
こ
と
は
反
対
で
は
現
状

の
改
善
は
望
め
ま
せ
ん
。

宮
沢
賢
治
の
言
葉
に
「
世
界

全
体
が
幸
福
に
な
ら
な
い
う
ち

は
、
個
人
の
幸
福
は
あ
り
得
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
冒

頭
の
言
葉
と
あ
わ
せ
て
わ
た
く

し
ど
も
が
、
よ
く
味
わ
う
べ
き

価
値
に
富
ん
だ
貴
重
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

か
く
申
す
私
は
既
に
環
暦
を

越
え
、
古
稀
に
近
づ
い
て
い
る

し
か
し
い
と
け
な
さ
は
今
も
昔

も
変
ら
な
い
。

駕
馬
に
鞭
う
ち
相
変
ら
ず
禿

筆
を
走
ら
せ
、
そ
こ
に
生
き
甲

斐
を
見
出
そ
う
。

大
方
諸
賢
の
ご
叱
正
に
俟
つ
。

（
原
文
の
ま
ま
）

◇
１
１
◇

※
「
ひ
と
こ
と
」
原
稿
（
四
百

字
前
後
）
を
募
集
し
ま
す
。
意

見
、
提
言
、
望
む
こ
と
思
う
ま

ま
な
ど
な
ん
で
も
け
つ
こ
う
で

す
か
ら
、
市
長
室
市
民
相
談
係

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

、

．

シ

」

兎
確
罐
三

己
一ル
』
市
報
「
た
か
は
ぎ
」

〔
い
し
」
一
五
三
号
（
昭
和
四

十
八
年
五
月
発
行
）

に
、
市
報
全
号
保
存
者
（
三
人
）

と
し
て
私
の
名
前
が
出
て
い
た

あ
り
が
た
い
、
く
す
ぐ
っ
た
い

と
、
複
雑
な
気
持
に
と
ざ
さ
れ

る
の
を
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
一
○
○
号
に
「
創

刊
号
か
ら
九
十
九
号
ま
で
、
一

部
も
紛
失
せ
ず
保
管
し
て
お
く

人
は
何
人
か
」
と
書
い
た
こ
と

に
よ
る
。
と
も
あ
れ
、
市
報
を

た
だ
死
蔵
し
て
お
く
だ
け
で
誇

る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
い
わ
ず

と
知
れ
た
自
画
自
賛
か
。

手
に
し
た
以
上
一
刻
も
早
く

目
を
通
し
、
市
の
客
観
情
勢
を

つ
か
む
と
か
自
分
の
蒙
を
啓
く

資
料
と
す
る
と
か
し
て
活
用
こ

れ
つ
と
め
て
こ
そ
、
編
集
者
に

感
謝
の
念
が
湧
く
と
い
う
も
の

軸
二
』
」
。

とこ
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ぎ (フ月号〕は市報 た か(3)

花
貫
ダ
ム
は
、
工
業
用
水
、

上
水
道
用
水
、
農
業
用
水
確
保

と
治
水
の
た
め
の
多
目
的
ダ
ム

と
し
て
四
十
八
年
三
月
に
完
成

総
貯
水
量
一
一
八
八
万
ト
ン
を
保

有
し
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ダ
ム
に
貯
水
さ
れ
た
水
は
、

利
用
計
画
を
も
と
に
水
位
を
上

下
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
水
門

を
あ
け
て
川
へ
水
を
流
す
こ
と

か
あ
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
十
月
に
か
け

て
は
、
台
風
や
異
常
降
雨
に
よ

る
こ
う
水
の
多
い
時
季
に
な
り

こ
の
調
節
の
た
め
放
流
を
行
な

花
貫
ダ
ム
の
放
流

譽
報
に
注
意
し
よ
う

｜ う
こ
と
に
な
り
ま
す
含
放
流
す

る
と
急
に
水
か
さ
が
増
し
ま
す

の
で
、
次
の
よ
う
な
警
報
が
出

た
ら
、
危
険
で
す
か
ら
川
へ
は

絶
対
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

の
放
流
約
一
時
間
前
に
花
貫
川

換
気

六
月
十
六
日
市
内
大
和
町
で

レ
ン
ジ
、
同
十
七
日
に
は
肥
前

町
で
風
呂
釜
に
よ
る
い
ず
れ
も

プ
ロ
。
ハ
ソ
ガ
ス
の
爆
発
事
故
が

あ
り
、
二
人
が
や
け
ど
を
負
い

ガ
ス
爆
発
に
き
を
つ
け
て

▲
貯
水
の
は

じ
ま
っ
た
花

貫
ダ
ム

!

’口
を
つ
け
よ
う

ま
し
た
。

ガ
ス
の
取
扱
い
に
は
じ
ゆ
う

ぶ
ん
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
風
呂
場
な
ど
密
閉
状
態
に
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、
上
下
に
換

気
口
を
設
け
る
な
ど
空
気
の

流
通
を
よ
く
す
る
こ
と

◎
煙
突
は
必
ず
屋
外
に
出
す
こ

と
、
建
物
の
楴
造
上
で
き
な

い
場
合
に
は
空
気
の
流
通
を

流
域
に
設
置
し
た
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
ま
す
。
（
１
分
吹
鳴
、
叩

秒
休
止
で
６
分
加
秒
間
）

②
放
流
の
時
報
は
約
八
分
前
に

ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

（
１
分
吹
鳴
、
秒
休
止
で
８
分

如
秒
間
）

③
放
流
約
三
十
分
前
か
ら
花
貰

川
流
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
警
報

車
で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
す
る
こ
と

◎
ガ
ス
ば
空
気
よ
り
重
い
の
で

万
一
ガ
ス
か
漏
れ
た
場
合
は

下
部
の
方
ま
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん

換
気
を
行
な
う
こ
と

◎
外
出
時
ま
た
は
寝
る
前
に
は

必
ず
屋
外
元
せ
ん
を
し
め
る

よ
う
心
が
け
る
こ
と

行
政
相
談
委
員
に

神
代
虎
五
郎
さ
ん
再
任

本
市
の
行

鱗
憲

部
侭
癖

代
虎
五
郎
さ

ん
（
上
手
綱
三
四
○
三
電
話
②

二
七
三
○
番
）
が
、
行
政
管
理

長
官
か
ら
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
扣
談
委
員
は
、
国
の
行

政
全
般
に
つ
い
て
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
苦
情
や
要
望
意
見
な
ど

を
聞
い
て
、
そ
の
改
善
を
図
る

こ
と
を
任
務
と
し
て
い
ま
す
・

お
気
慨
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

此

〃

一

一

一

一

二

一

一

｝

歪

一

二

｝

一

二

二

垂

一

一

二

一

一

二

一

二

一

一

｝

輻

一

一

二

一

一

一

宝

一

一

一

三

一

一

圭

ユ

ニ

『

三

一

二

一

歪

三

雲

一

語

一

一

三

一

一

二

』

三

二

一

三

幸

一

一

蛋

一

室

エ

ー

ー

室

空

一

峯

一

率

｝

一

王

睾

一

二

一

一

一

串

一

一

一

宅

一

一

考

一

三

へ
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ことしの市民号は
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重

量拳黛景霧蝋蕊｣…胃
舅
＝

蔦 ことしも市民のみなさんと親睦と融和をはかり、 レクリ
宅昌

皇雪 工.一シヨソの中から明るい市政を進めるために、第4回
室

皇 「高萩市民号」を運行します。ぜひご参加ください。
＝

蔦伝期 日昭和48年11月11日（日曜日・日帰り）
篁

三し行く先宮城県松島町
已呂

壺 伝日 程午前6'時50分高萩駅発午削'1時1lll台駅着
且写

差 松島海岸～塩釜港（観光船で遊脆）

三 午後4時仙台りく発午後7時30分高萩l駅着
兎畠

こい募集人員 1 ． 0 （） 0人
ざ守

舅 し費 用おとな3,200円 こども2,100円
吾

（昼食と記念品を用意します）
謹

言

こし受け付け8月，日から(満員になりしだい締め切ります）

言い申し込み先市役所市民相談室(電話②2250内線3.19番）
室

室 費用をそえて申し込んでください。
雲
71，,i IIli i Il1i ;IlliIIi l i ;1 ,, , 1 , I I il l lIi IIli i Il1 i; ,, ; F , ; ;, lI i l I i i1 l ,;i II I1 1 I 1 ; ; ,l I i I I I i : IlI i川I il 1 i ; Il i ; 111' ;' ｢ ' ' 1 ' ' i :I lI I i l l1 I ; ' ' 1 : ; Il i ; '' ; ;Il l i i' 1 ; :I lI I i I ' 1 i I l l i i Il

議蕊
=

計

''' 1， Ⅱ!lMll I : : Il I :111 : ] 11 : 1 lMI L1 :: : :1 1 1;: II11 ． ‘ 1 1 11 ' 1 11 1 2 ' '' 1 1 1 11 1 :I l I 11 I lII : 11 1 ; ;l I1 I l I1 I ;1 1 !;; I
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市 報 た か は
一乎

さ(フ月号） （4）

納税貯蓄組合の設立を

奨励金などが交付されます

現在、市内の納税貯蓄組合は195組合

あり組合員約4000人で、全世帯の半分が

加入されていることになります。市では

市民の皆さんのご協力をお願いし、全世

帯加入を目標に組合設置の促進を行なっ

ていますが、 ことしになって6つの組合

○奨励金

’年間組合で納期限内に納めた金額の

約4%(60万円納めた場合2万4千円程

度）が交付されます。

○そのほか、組合長手当および世帯数割

が支払われます。

※くわしいことについては、市役所税務

課（電話②2250内線15.17.38番）へご連

絡願います。

診療は負担金を払わずに

7月からの医療福祉費

医僚福祉費（乳児、重度心身障害者、

ねたきり老人など）の支給方法が変わり

ました。 7月診療から、今までお医者さ

んの窓口で支払っていた一部負担金を支

払わずに診療を受けられます｡

○診療の受け方

ア健康保険証または組合員証

イ （福)医療福祉費受給者証

ウ（福1医療福祉費請求書

以上の三つを同時にお医者さんの窓口

へ出して診療を受れば、無料で診療を

受けられます。

○（福)医療福祉費請求書の交付

この請求書は原則として毎月1枚お医

者さんの窓口へ提出してください。た

だし入院と通院、 または総合病院にか
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薑 市の人口と世帯数 喜
冒 二
6月1日現在 前月比 三

三 鷺
冒 人口 30．034人 （増51 ） ＝
ミ

男 14. 774人（増33)=言
＝

胃 女 15． 260人（増18） 令
2 ＝

胃§ 世帯 8．039世帯〔増18） ニ
テj,,‘ .､11," 1 1, , , ,, , 1, ‘",, ‘"1 , ,,".,, 1 , . ,, , , ,‘, 1, , . , , ,1 ,. ,‘Ⅱ ‘ , ,,Ⅱ‘ ., ,, , '･' ' 1 ‘ .‘ , 1 , . ,, , , ,,, 11 1",111,‘こ

かる場合は2枚以上必要となることが

あります。請求書の手持がなくなった

ら、保険証と受給者証を持参して交付

を受けてください。

○（福)医療福祉費請求書は茨城県外では

使用できません。県外のお医者さんに

かかるときはあらかじめご相談くださ

い。

蕊蕊驚2期
7月を過ぎると7月分からしか免除になり

ません。手続きは市役所保険年金課に印

鑑を持参すれば簡単にできます。

ただ納められないという理由で未納に

しておくと、不盧の災難にあわれた場合

障害年金などの各種年金が受けられない

ことがありますので、免除を必要とする

人は必ず申請をしてください。

については保険年金課（電話②2250内線

29番）へどうぞ。

住宅用地申告言は

7月31日までに提出を

個人の所有している住宅用地は、昭和

49年から住宅用地（専用住宅に使用して

1,,る士地） と非住宅地（工場･店舗･事務

所などに使用している土地）に分れて固

定資産税が課税されます。

このため、各|固人あてに住宅用地申告

害を送付してありますので、必要親項を

記入して7月31日までに市税務課まで提

出してください。

国民年金の免除申請は

いますく，に

国民年金の保険料が、経済的理由でど

うしても納めることができない人は、そ

の保険料が免除されます。

7月までに申請をすれば、 4月から来

年3月までの1年分が免除になります。
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鍛謹象塞錐蕊
：珠※卦'お気軽にどう:煮ぞ'”"鐸：

○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情･要望･意見など

○県政移動相談 7月24日（火）午前10

時から午後4時まで中央公民館

県の仕事（道路、住宅、公害、教育、

福祉、衛生など）に対する苦情など

○行政相談8月2日（木）午後1時から

3時まで市民相談室

国や県、市に対する苦情など

○交通事故相談8月8日（水）午前10時

から午後4時まで中央公民館

交通事故専門の相談

○厚生年金相談8月9日（木）午前10時

から午後2時市商工会館

厚生年金、国民年金の相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○妊婦相談コーナー 8月7日（火）市役

所保除年金課妊娠中産後の心得など
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薑鎌菱蕊襄蕊繊 《零蕊蕊篝議

7月20日の8月20日
，スローガン

ぽくしない

どうろのとびだしわるふざけ

，重点事項

・こどもの交通安全の確保、

とくにとびだし事故の防止

・行楽地等での安全運転の確保
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